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国際社会が重要課題に掲げている気候変動は、集中豪雨や
台風の巨大化など地球規模での温暖化が原因ともいわれ、
我が国においても、近年は全国各地で自然災害が頻発・激
甚化し、自然の猛威により、私たちの生命や暮らしが脅か
され、さらには自然環境や生態系への悪影響など、人類の
生存基盤を根本から揺るがす「気候危機」と言うべき極め
て深刻な事態となっています。
こうした状況を踏まえ、2015年に合意されたパリ協定で

は、「産業革命からの平均気温上昇の幅を2℃未満とし、
1.5℃に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広く共有
されました。2018年に公表されたＩＰＣＣ（国連の気候変
動に関する政府間パネル）の特別報告書では、この目標を
達成するために「2050年までにＣＯ２（二酸化炭素）の実
質排出量をゼロにすることが必要」と示されています。
このような中、海の恵みあふれる豊かな本町は、地震・

津波と日本一うまく付き合うまちづくりを推進し、「人が
元気・自然が元気・地域が元気」を合言葉に、先人から受
け継いだ「ふるさと」を次の世代へしっかりと引き継いで
いくため、2050年までに温室効果ガスの排出量実質ゼロを
目指し、その実現に向け自然再生エネルギーの活用など
「脱炭素」への取り組みを推進していくことを宣言します。


